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講演概要(500字以内)：キラルな飽和炭化水素と他の化合物との相互作用は微小であり，その不斉を認識することは極めて困難である．キラルな飽和炭化水素を不斉開始剤として用い，ピリミジンカルバルデヒドとi-Pr2Znとの不斉自己触媒反応を行った結果，飽和炭化水素の立体に相関した絶対配置を持つピリミジルアルカノールが得られた．これは認識困難な飽和炭化水素のキラリティーが，不斉自己触媒反応を用いることにより認識可能であることを示すものである．
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